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機械器具(74) 医薬品注入器 

一般医療機器 耳鼻咽喉科用空気圧式アプリケータ （33466000） 

 

パブライザー®
 

 

 

   【形状・構造及び原理等】  

※※１．概要 

本品は、サルコート®カプセル外用50㎍（承認番号：22100AMX01301000）専

用の散粉器で、カプセルに入っている粉末の薬剤を、患部（口腔）に直接噴霧

するために用いる。 

 

※※２．外観 
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３．同梱物 

• パブライザー本体 

• 小型噴霧器（パブライザー）の使い方説明書 

• 掃除用ブラシ 

• 携帯袋 

 

※※ ４．原理 

粉末薬剤入りカプセル両端に穴をあけ、その一端から圧縮した空気を送るこ

とにより、反対側の穴から薬剤が噴霧される。 

 

※※【使用目的又は効果】 

吹込空気を用いて粉末薬を咽喉に投与するアプリケータをいう。本品は再使

用可能である。 

 

 【使用方法等】 

詳細は「小型噴霧器（パブライザー）の使い方説明書」を参照すること。 

※※１．噴霧の準備 

(1)大キャップAを引き抜くようにしてはずし、小キャップBを左にねじってはず

す。 

(2)粉末薬剤入りカプセルを乾いた指でつまみ、小キャップBの下端部からキャ

ップ内に差し入れる。 

(3)小キャップBを、中に入れたカプセルを落とさないように、元通りにノズルに

取り付ける。 

(4)大キャップAをノズルのもとまで、しっかりかぶせる。 

この操作により、大キャップA内部の貫通針によりカプセル両端に穴があけ

られる。なお、大キャップAの中には貫通針があるので、指等を入れないこ

と。 

(5)もう一度大キャップAをはずせば、噴霧の準備ができあがる。 

※※２．噴霧の方法 

(1)口をあけ、小キャップBの先端部を患部に向けながら、ゴム球を強く押さ

えると、口腔内に薬剤が噴霧される。 

(2)小キャップBの先端部は、口にふれて湿らさないようにすること。 

(3)噴霧後は、空カプセルを取り出すこと。 

 

【使用上の注意】 

※※１．重要な基本的注意 

• 本品は、医師の処方及び指示に従って使用すること。 

• 本品に異常が認められた場合は、使用しないこと。 

• 本品は、サルコート®カプセル外用50㎍専用であるため、他の薬剤の噴

霧に使用しないこと。 

• 一度使用したカプセルは再度使用しないこと。 

• カプセル剤が湿るとうまく噴霧できないことがあるので、乾いた指でカプ

セルをつまむこと。 

 

    【保管方法及び有効期間等】 

    １．保管方法 

   水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光を避けて保管すること。 

 

※※【保守・点検に係る事項】 

• ゴム球は洗ったりせず、内部を湿らせないように注意すること。 

• 週1回程度、以下の要領で清掃すること。 

小キャップBの奥側と、ノズルの奥側にたまった粉末は、添付のブラシ

で清掃すること。 

その後、噴霧器を硬いものの上で数回たたいて、ノズルに残っている

粉末を取り除くこと。 

 

    【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 製造販売業者 

     フォルテグロウメディカル株式会社 

     電話番号 0283-22-2801 

   

      提供 
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